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令 和 ４ 年 度 各 会 計 歳 入 歳 出 決 算 及 び 

基 金 運 用 状 況 の 審 査 意 見 の 提 出 に つ い て 
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各会計歳入歳出決算及び証書類その他政令で定める書類並びに令和 4 年度における

基金の運用状況について審査した結果、別紙のとおり、その意見を提出します。 
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1

致しない場合がある。

2

致しない場合がある。

3

4

5   各表中の符号等の用法は次のとおりである。

「  △  」……負数

「 0.0 」……該当数値はあるが、単位未満のもの

「  －  」……該当数値のないもの及び算出不能なものなど

6

ついて、その理由を記載した。

7

超える事業については、脚注にそれぞれ理由を記載し

た。

・表中の執行率にかっこ書きがある事項は、翌年度繰越額

があるものである。

予算の内容などから以下に基づき記載した。

・予算現額が 1,000万円以上の新規事業及び予算現額が

1億円以上の拡充事業等のうち主なものを記載した。

・一般会計の各款に記載する一部の事項については、「第13

款職員費」を含む。

・各事業の執行率が70％未満のもの又は不用額が 1億円を

一般会計の歳入及び歳出各款並びに各特別会計におい

て、歳入の予算現額に対する増減額又は歳出の不用額が

多額のもの、前年度に比し決算額の増減の著しいものに

「２一般会計(2)歳出 イ科目別歳出」及び「３特別会計

(2)会計別決算状況」における「主な新規・拡充施策等

の決算状況」については、令和 4年度当初予算及び補正

未満は切り捨てた。したがって、内訳額の計と合計額が一

比率(％)は原則として各計数ごとに小数第 2位を四捨五

入し、小数第 1位で表示した。したがって、構成比におい

て内訳の計と合計が一致しない場合がある。

比率(％)は原則として小数第 1位で表示したが、比較す

る数値が等しい場合は、比率を 100(％)と表示した。

凡 例

文中に用いる金額は原則として万円単位で表示し、単位

未満は切り捨てた。したがって、内訳額の計と合計額が一

本文各表中の金額は原則として千円単位で表示し、単位


